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●今月の主な内容
おぢやまつり   2 ～ 5
9月は自殺予防対策推進月間   6 ～ 7
個人番号通知カードをお届けします   8
中学生が広島市を訪れました   9
下水道の日   10
お知らせ・健診日程   16～17

雪のトンネル、抜けたよ！雪のトンネル、抜けたよ！

　8月22日㈯、会場のサンプラザ駐車場に大
きな雪山が作られました。今年は雪山の下に
トンネルも登場！子どもたちに大人気でした。

おぢや☆うき☆うき☆しゃっこいまつり



　

8
月
21
日
㈮
〜
23
日
㈰
、
お
ぢ
や
ま
つ

り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

21
日
の
東
小
千
谷
お
ま
つ
り
広
場
か
ら

お
ぢ
や
ま
つ
り
は
ス
タ
ー
ト
し
、
お
お
ぜ

い
の
方
が
民
踊
流
し
や
仮
装
盆
踊
り
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

22
日
に
は
、
お
ぢ
や
☆
う
き
☆
う
き
☆

し
ゃ
っ
こ
い
ま
つ
り
や
大
花
火
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
23
日
に
は
、
航
空
自
衛
隊
新

潟
救
難
隊
に
よ
る
「
越
後
勢
龍
太
鼓
」
や

闘
牛
パ
レ
ー
ド
、
市
民
総
参
加
盆
踊
り
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

市
内
は
ま
つ
り
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

お
ぢ
や
ま
つ
り
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この写真をスキャン
すると「市民総参加

超ワイドベスビアス大ス
ターマイン」を撮影した動
画が見られます。

　 スマートフォンやタブレットなどで
　動画が見られます(無料)
AR(COCOAR-ココアル-)は紙面上にあ
る写真を、起動したアプリでスキャンす
ると、登録された動画を見ることができ
る無料のサービスです。
動画の見かた
①「Googleplay」か「AppStore」で
　ダウンロードしてください。右のQR
　コードからダウンロードできます。
②アプリを起動し のある写真をスキャ
　ンしてください。
※対応しない機種もあります。

①
大
民
踊
流
し

②
仮
装
盆
踊
り

③
④
子
供
ゲ
ー
ム
広
場

⑤
よ
さ
こ
い
お
ぢ
ゃ
れ

⑥
お
ぢ
ゃ
れ　

き
も
の

　

de
パ
レ
ー
ド

⑦
お
ぢ
や
☆
う
き
☆
う

　

き
☆
し
ゃ
っ
こ
い
ま

　

つ
り

⑧
子
供
み
こ
し
パ
レ
ー
ド

⑨
闘
牛
パ
レ
ー
ド

⑩
「
越
後
勢
龍
太
鼓
」

　

航
空
自
衛
隊
新
潟
救

　

難
隊

⑪
万
灯
出
発
式

⑫
阿
波
踊
り

■Androidの方

■iPhoneの方

②
③
④

①

⑥
⑤

⑦
⑧⑨
⑩

⑪
⑫
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ジャイアン
（吉谷一心会）

フリーザ
（山谷坪野子供会）

コロせんせー
（千谷川町内会）

スターウォーズ
episode TETUDEN

（小千谷鉄工電子協同組合）

妖怪ウォッチ　USAピョン
（木津町内会）

すみっコぐらし ねこ
（上ノ山町内会）

北陸新幹線
（小千谷市勤労青少年ホーム

利用者協議会）

はなかっぱ～みんなの夢を
咲かせましょう！～
（小千谷市職員互助会）

20th元中子!!GO プリキュア
キュアフローラ
（元中子町内会）

ドラミちゃん
（越後おぢや農業協同組合）

か
ら
く
り
万
灯
・
万
灯
み
こ
し

小
千
谷
の
街
中
を
華
や
か
に
、
鮮
や
か
に
照
ら
し
出
し
た
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切絵回り灯篭
（本町町内会）

モンでモンでずっちーな
（東山志天会）

太鼓屋台
（小千谷太鼓）

万灯みこし
（四社会）

若葉紅龍
（若葉會）

"TSUM TSUM"
（旭町町内会）

一寸法師の鬼退治
（城内町内会）

ランプの魔人　ジーニー
（土川有志会）

フユニャン
（船岡町内会）

平成のとき
（平成町内会）

ベイマックス
（東栄町内会）

平沢ドラゴン
（平沢町内会）
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も
し
、
死
に
た
い
と
言
わ
れ
た
ら

も
し
、
死
に
た
い
と
言
わ
れ
た
ら

　
「
死
に
た
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
誰
に
で
も

言
え
る
も
の
で
は
な
く
、
信
頼
し
て
い
る
人
に

こ
そ
、
打
ち
明
け
る
も
の
で
す
。

　

も
し
「
死
に
た
い
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
話
を

は
ぐ
ら
か
さ
ず
に
、
本
人
の
訴
え
に
耳
を
傾
け

ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
に
は
、
共
感
、
感
謝
、
約

束
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
相
談
さ
れ
た

人
も
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、「
あ
な
た
の
こ
と

が
心
配
だ
か
ら
、
相
談
機
関
に
話
を
し
て
も
い

い
？
」
と
本
人
に
伝
え
、
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽
共
感
：「
死
に
た
い
く
ら
い
辛
い
ん
で
す
ね
」

▽
感
謝
：「
話
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

▽
約
束
：「
私
は
あ
な
た
が
死
ん
だ
ら
と
て
も

　

悲
し
い
、
死
な
な
い
と
約
束
し
て
」「
来
週

　
（
具
体
的
な
日
時
）
に
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」

●
自
殺
の
サ
イ
ン
〜
心
配
な
発
言
〜

〇
「
死
ん
だ
方
が
ま
し
」

〇
「
生
き
て
い
く
の
が
い
や
に
な
っ
た
」

〇
「
遠
く
に
行
き
た
い
」

〇
「
疲
れ
て
し
ま
っ
た
、
楽
に
な
り
た
い
」

〇
「
も
う
こ
れ
以
上
耐
え
ら
れ
な
い
」

〇
「
来
年
は
も
う
こ
こ
に
い
な
い
」

〇
「
こ
こ
に
来
る
の
も
こ
れ
が
最
後
か
も
し
れ

　

な
い
」

身
近
な
人
の
心
の
不
調
の
サ
イ
ン

身
近
な
人
の
心
の
不
調
の
サ
イ
ン

に
気
づ
く
に
は

に
気
づ
く
に
は

　

心
の
病
気
は
本
人
に
自
覚
が
な
い
こ
と
が
多

い
た
め
、
周
囲
の
人
の
気
づ
き
が
大
切
で
す
。

心
の
病
気
も
早
期
に
見
つ
け
て
対
処
す
る
こ
と

で
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
周
囲
の
人
が
気
づ
く
心
の
不
調
の
サ
イ
ン

○
「
眠
れ
な
い
」
と
口
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た

○
食
欲
が
な
く
な
っ
た

○
体
調
不
良
の
訴
え
が
多
く
な
っ
た

○
表
情
が
暗
く
、
ぼ
ん
や
り
す
る
こ
と
が
多
く

　

な
っ
た

○
集
中
力
が
な
く
な
り
、
仕
事
の
能
率
が
悪
く

　

な
っ
た

○
遅
刻
、
早
退
、
欠
勤
が
多
く
な
っ
た

○
周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ
た

○
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、
外
出
を
し
な
く
な
っ
た

○
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
関
心
が
な
く
な
っ
た

○
飲
酒
量
が
増
え
た

自
殺
は
身
近
な
問
題
で
す

自
殺
は
身
近
な
問
題
で
す

　

平
成
26
年
厚
生
労
働
省
速
報
値
に
よ
る
と
、

全
国
で
１
日
に
66
人
、
年
間
で
2
万
4
千
人
以

上
の
人
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。
小
千
谷

市
で
も
毎
年
10
〜
15
人
が
自
殺
し
て
お
り
、
自

殺
死
亡
率
は
全
国
と
比
べ
て
高
い
状
況
で
す
。

（
グ
ラ
フ
参
照
）

　

内
閣
府
の
報
告
で
は
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

る
人
は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
孤
立
し
、
何
ら

か
の
心
の
病
気
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

※
自
殺
死
亡
率
：
人
口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺

　

者
数
（
自
殺
者
数
÷
人
口
×
10
万
人
）

【グラフ】自殺死亡率の推移 （厚生労働省人口動態統計より）

15

20

25

30

35

40

全国

新潟県

小千谷市

H25H24H23H22H21H20H19H18H17H16

24.0

29.6

31.4

29.7 30.6
32.0

27.9
30.0

28.6 27.7
26.4

26.1

30.0

32.8 33.1

38.6

28.528.1

31.4

23.9

26.8

24.2 23.7 24.4 24.0 24.4 23.4 22.9
21.0 20.7

身
近
な
人
の
心
の
不
調
に
気
づ
い

身
近
な
人
の
心
の
不
調
に
気
づ
い

た
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

た
ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

　
「
ど
う
し
た
の
？
」「
最
近
疲
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
け
ど
、
大
丈
夫
？
」
と
ま
ず
は
ひ
と

言
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
相
手
が
話
を
し

て
く
れ
た
ら
、
問
題
を
一
方
的
に
指
摘
せ
ず
に

話
を
聴
き
ま
し
ょ
う
。

　

話
を
聴
く
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
相
手
に
寄

り
添
い
、
聞
き
役
に
徹
し
て
「
味
方
に
な
り

き
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
受
容
と
共
感
の

態
度
で
話
を
聴
き
ま
し
ょ
う
。

9月は自殺予防対策推進月間

大切な人大切な人に、に、
あなたの身近なあなたの身近な

■問い合わせ／健康センター保健係 83-3640

いつもといつもと違う様子違う様子はは
ありませんか？ありませんか？
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一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

「
た
っ
た
一
人
の
あ
な
た
で
す　

た
っ
た
一
つ
の
命
で
す
」

●
新
潟
県
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

0
5
7
0
･
7な
や
み
8
3
･
0なし
に
い
が
た

2
5
（
24
時
間
受
付
）

●
新
潟
い
の
ち
の
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

39
･
4
3
4
3
（
24
時
間
受
付
）

※
毎
月
10
日
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
･
7
3
8
･
5
5
6

　
（
24
時
間
受
付
･
無
料
）

●
新
潟
県
中
越
地
域
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
支
援
セ
ン
タ
ー

　

自
殺
予
防
専
門
の
相
談
支
援
機
関
で
す
。

88
･
0
0
7
0

■
受
付
時
間
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
（
祝
日
を
除
く
月

〜
金
曜
日
）

●
そ
の
他
の
主
な
相
談
窓
口

　

本
人
や
家
族
か
ら
の
相
談
（
来
所
ま
た
は
電
話
）
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
で
す

み
ん
な
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
で
す

　

人
は
悩
み
を
抱
え
て
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に

い
る
と
、
ど
ん
ど
ん
悪
い
方
向
に
考
え
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。
と
く
に
自
殺
を
考
え
て
い
る
人

は
孤
立
し
て
お
り
、「
死
に
た
い
く
ら
い
辛
い

状
況
」
に
い
ま
す
。
ま
た
、
混
乱
し
て
考
え
が

ま
と
ま
ら
ず
視
野
が
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
、
話
を
よ
く
聴
き
一
緒
に
考
え
て
く

れ
る
人
、「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
の
存
在
が
悩

ん
で
い
る
人
の
孤
立
を
防
ぎ
、
安
心
感
を
与
え

ま
す
。

心の健康講演会
　うつ病を体験した本人と、それを支えた家族の体験談
を津軽三味線の演奏とともにお届けします。
■日時／10月31日㈯午後1時30分～4時
■会場／サンラックおぢや3階大ホール
■テーマ／「津軽三味線～母・竹育、息子・史佳が語る
　～史佳をうつから立ち直らせた母の支えと津軽三味線
　の響き」
■内容・講師／

■入場無料・申込不要
■問い合わせ／健康センター保健係 83-3640

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
っ
て
何
？

　
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
と
は
、
悩

ん
で
い
る
人
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、

声
を
か
け
、
話
を
聴
い
て
、
見
守
る

人
、
心
の
門
番
の
こ
と
で
す
。
ま
ず

は
地
域
の
中
で
声
を
か
け
あ
い
、
身

近
な
大
切
な
人
の
話
を
聴
く
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
ん
な
で
声
を
か
け
あ
お
う
！

相
談
窓
口

受
付
時
間

健
康
セ
ン
タ
ー

83
・
3
6
4
0

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
（
祝
日
を
除
く
月
〜
金

曜
日
）

長
岡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

33
・
4
9
3
1

新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

0
2
5
・
2
8
0
・
0
1
1
3

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
）

い
き
る
・
さ
さ
え
る
相
談
窓
口
（
自
殺
予
防
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー
）

http://ikiru.ncnp.go.jp/ikiru-hp/ikirusasaeru/index.htm
l

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
こ
こ
ろ
の
耳

（
厚
生
労
働
省
）

http://kokoro.m
hlw.go.jp/

9月は自殺予防対策推進月間

内容 講師

第1部
講演「こころと薬
の話」

及川紀久雄さん（新潟いのち
の電話理事長、新潟薬科大学
名誉教授）

第2部
津軽三味線演奏と
トーク

高橋竹育さん（新潟高橋竹山
会・会主）、史佳Fumiyoshi
さん（三味線プレーヤー）



「
通
知
カ
ー
ド
」
や
「
個
人
番
号
カ
ー

ド
」
の
記
載
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
と

き
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か

引
越
な
ど
で
市
区
町
村
に
転
入
・
転
出

な
ど
の
届
を
出
す
と
き
は
、「
通
知
カ
ー

ド
」
ま
た
は
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
を
同
時
に

提
出
し
、
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
を
変
更
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
場
合
で
も
、
記
載
内

容
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

は
、
14
日
以
内
に
市
区
町

村
に
届
け
出
て
、
記
載
内

容
を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
で
き
ま
す
か

で
き
ま
す
。「
通
知
カ
ー
ド
」
に
同
封
す

る
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼

電
子
証
明
書
発
行
申
請
書
」
に
は
、
Q
R
コ
ー

ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
所
有
す
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、

専
用
サ
イ
ト
で
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
は
、
ど
う
や
っ
て

交
付
申
請
で
き
ま
す
か

「
通
知
カ
ー
ド
」
に
同
封
さ
れ
る
返
信
用

封
筒
を
使
用
し
て
「
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
申
請
書
兼
電
子
証
明
書
発
行
申
請
書
」
を

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
28
年
1
月
以
降
に
、

市
民
生
活
課
か
ら
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
受

け
取
り
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
ず
っ
と
紙
製
の
「
通
知
カ

ー
ド
」
を
保
管
し
な
く
て
は
い
け
な
い

の
で
す
かその

と
お
り
で
す
。
た
だ
し
「
通
知
カ

ー
ド
」
に
同
封
の
申
請
書
で
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
交
付
申
請
す
る
と
、「
通
知
カ
ー
ド
」

と
引
き
換
え
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
」
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
初
回
交
付
手
数
料
は

無
料
で
す
。「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
に
は
電
子

証
明
が
つ
き
ま
す
の
で
e
‐
T
a
x
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
1
枚
で
、
行

政
機
関
窓
口
で
の
本
人

確
認
と
個
人
番
号
の
確

認
が
で
き
る
の
で
「
個

人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交

付
申
請
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

仕
事
の
関
係
で
、
数
か
月
住
民
票
の
住

所
と
異
な
る
場
所
で
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
ど
う
や
っ
て
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

「
通
知
カ
ー
ド
送
付
先
に
係
る
居
所
情

報
登
録
申
請
書
」
を
、
住
民
票
が
登
録

さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
市
民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://
www.city.ojiya.niigata.jp/

で
も
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。（
検
索
フ
ォ
ー
ム
で
「
通
知
カ
ー
ド

居
所
情
報
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
）

■
登
録
申
請
期
限
／

9
月
25
日
㈮

「
通
知
カ
ー
ド
」
は
無
料
で
す
か

は
い
、
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
紛
失
な

ど
し
て
再
発
行
す
る
と
き
は
、
別
途
交

付
手
数
料
（
予
定
）
が
必
要
で
す
。

「
通
知
カ
ー
ド
」
に
は
何
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
か

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）、
氏
名
、

住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
通
知
カ
ー
ド
」
と
は
ど
ん
な
も
の
で

す
か

日
本
国
内
の
全
住
民
に
通
知
さ
れ
る
、

1
人
ひ
と
り
異
な
る
12
桁
の
番
号
を
記

載
し
た
紙
製
カ
ー
ド
で
す
。

「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番

号
カ
ー
ド
」
Ｑ
＆
Ａ

次
回
、
市
報
お
ぢ
や
10
月
10
日
号
で
は
、

事
業
者
の
み
な
さ
ん
に
準
備
し
て
い
た
だ

き
た
い
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

10
月
14
日
か
ら
11
月
末
の
間
に
、
個
人
番
号

を
お
知
ら
せ
す
る
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
住
民
票

が
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
へ
簡
易
書
留
で
郵
送

し
ま
す
。
平
成
28
年
1
月
以
降
、
勤
務
先
や
行

政
機
関
な
ど
の
書
類
や
確
定
申
告
書
に
、
個
人

番
号
の
記
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
通
知
カ
ー
ド
」
は
年
金
・
医
療
・
福

祉
・
税
な
ど
の
行
政
手
続
き
で
使
う
個
人
番
号

が
記
載
さ
れ
た
大
切
な
書
類
で
す
。
必
ず
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

▽
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
：
総
務
課
情
報
統
計
係

83
・
3
5
0
6

▽
通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
関
す
る
こ
と
：
市
民
生
活
課
市

　

民
係

83
・
3
5
0
9

個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド
を
お
届
け
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
②
【
全
6
回
】

特集

―　8

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ

Ａ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ

△通知カード【表】

△通知カード【裏】

△個人番号カード
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岡
村
優
花

　

広
島
で
は
、
は
じ
め
に
平
和
記
念
資
料
館
に
行
っ
た
。
資
料
館

で
は
、
そ
の
時
に
止
ま
っ
た
時
計
や
燃
え
て
し
ま
っ
た
服
な
ど
が

あ
っ
た
。
と
て
も
悲
惨
だ
っ
た
。
他
に
も
、
そ
の
時
の
様
子
を
表

し
た
人
間
の
マ
ネ
キ
ン
も
あ
っ
た
。
そ
の
マ
ネ
キ
ン
は
皮
膚
が
溶

け
て
伸
び
て
い
た
。
実
際
に
自
分
が
そ
の
場
面
に
い
た
ら
、
怖
く

て
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
た
。
そ
の
後
に
被
爆
体
験
者

の
話
を
聞
い
た
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

た
。
水
を
く
れ
と
言
わ
れ
て
あ
げ
て
し
ま
う
と
、
安
心
し
て
す
ぐ

に
死
ん
で
し
ま
う
ん
だ
と
聞
い
て
と
て
も
驚
い
た
。
と
て
も
た
め

に
な
る
話
を
い
っ
ぱ
い
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

吉
田
ひ
か
り

　

広
島
に
行
っ
て
一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
友
だ
ち
、
家
族
、
平
和

は
と
て
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
原
爆
は
怖
い
と
思
っ
た
。

そ
し
て
、
平
和
記
念
資
料
館
の
も
の
を
見
て
、
と
て
も
悲
し
く
な

り
怖
か
っ
た
。
で
も
、
こ
れ
が
本
当
に
日
本
で
起
こ
っ
た
こ
と
だ

と
い
う
こ
と
を
知
り
、
と
て
も
悲
し
か
っ
た
。
今
ま
で
も
た
く
さ

ん
の
人
々
が
悲
し
い
思
い
を
し
、
平
和
を
願
っ
て
い
る
と
思
う
。

こ
れ
は
、
日
本
が
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
私

は
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
平
和
へ
向
か
え
る
よ
う
に
、
た
く
さ

ん
の
人
々
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

石
田
ひ
ま
り

　

資
料
館
は
リ
ア
ル
で
、
悲
し
い
過
去
が
詰
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ

は
、
自
分
た
ち
は
見
て
お
く
べ
き
も
の
だ
。
写
真
や
展
示
物
を
見

て
感
じ
る
こ
と
で
、
戦
争
が
な
く
な
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
う

か
ら
だ
。
被
爆
も
、
も
う
誰
に
も
体
験
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
平
和
が
つ
な
が
る
よ
う
に
武
器
を
無
く
し
た
ら
、

き
っ
と
も
っ
と
明
る
い
世
界
に
な
る
と
思
う
。

広
島
平
和
記
念
公
園
へ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

折
り
鶴
を
捧
げ
ま
し
た

　

市
報
お
ぢ
や
6
月
25
日
号
で
募
集
し
た
平
和
を
願
う

折
り
鶴
が
、
今
年
は
お
よ
そ
1
万
2
千
羽
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
平
和
を
願
う
思
い
を
込
め
な
が
ら
、
8

月
に
市
長
が
代
表
し
て
広
島
平
和
記
念
公
園
内
の
「
原

爆
の
子
の
像
」
に
捧
げ
て
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
／
企
画
政
策
課
企
画
経
営
係

83
・
3
5
0
7

　

小
千
谷
市
は
平
成
4
年
に
非
核
平
和
都
市
を
宣
言
し
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
か
ら
、
よ
り
多
く
の
生
徒
か
ら
非
核
平
和
に

つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
島
市
へ
修
学
旅
行
に
行

く
中
学
校
に
対
し
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
4
月
に
東
小
千
谷
中
学
校
の
3
年
生
が
修
学
旅
行
で

広
島
市
を
訪
れ
、
平
和
記
念
公
園
で
代
表
生
徒
が
平
和
宣
言
を

述
べ
た
後
、
千
羽
鶴
を
「
原
爆
の
子
の
像
」
に
捧
げ
、
黙
と
う

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
和
記
念
資
料
館
の
見
学
や
被
爆
体

験
講
話
の
聴
講
を
通
じ
て
、
平
和
へ
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

戦
後
70
年
の
節
目
の
年
に
「
広
島
」
で
生
徒
が
感
じ
た
こ
と

を
紹
介
し
ま
す
。

中
学
生
が
広
島
市
を　
　

中
学
生
が
広
島
市
を　
　

　
　
　
　
　

訪
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　

訪
れ
ま
し
た

被
爆
体
験
者
の
方
へ
の
お
礼
の
こ
と
ば

土
田
ゆ
め
か

　

こ
れ
ま
で
何
度
か
長
岡
空
襲
の
体
験
を
聞
き
ま
し
た
が
、
や
は

り
、
広
島
は
被
害
の
大
き
さ
が
違
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
が
印
象
に
残
っ
た
話
は
「
お
ば
け
の
行
列
」
で
す
。
資
料
館

見
学
で
お
ば
け
の
行
列
の
絵
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
怖
す
ぎ
て
直

視
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
目
の
前
に
現
れ
た
ら
泣
き
崩
れ

る
と
思
い
ま
す
。
人
の
死
体
が
あ
た
り
前
の
よ
う
に
転
が
っ
て
い

て
、
そ
れ
を
ま
た
い
で
歩
か
な
く
て
は
い
け
な
い
…
。
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
日
本
の
戦
争
へ

の
思
い
に
う
ん
ざ
り
し
ま
し
た
。
個
人
の
意
見
が
通
ら
ず
、
正
し

い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
に
捕
ま
る
な
ん
て
ひ
ど
い
考
え
だ
と
思

い
ま
す
。
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
次
世
代

を
担
う
私
た
ち
が
語
り
継
い
で
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
友
だ

ち
と
命
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

。。
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下
水
道
の
し
く
み

　

下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
お
宅
で
は
、
ト
イ
レ
・
お
風
呂
・

台
所
な
ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
は
、
各
家
庭
の
敷
地
内
に
埋
設

さ
れ
て
い
る
汚
水
管
を
通
っ
て
、
道
路
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

下
水
道
管
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。
汚
水
は
下
水
道
管
の
中
を

流
れ
て
下
水
処
理
場
へ
と
運
ば
れ
、
そ
こ
で
き
れ
い
な
水
へ
と

処
理
さ
れ
た
後
、
河
川
へ
放
流
さ
れ
ま
す
。

　

下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
汚
れ
た
水
が
側
溝
や
水
路
に
溜
ま

る
の
を
防
ぎ
、
害
虫
や
悪
臭
が
な
く
な
る
た
め
、
ま
ち
が
清
潔

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
各
家
庭
で
の
汚
水
処
理
・
浄
化
槽
管
理

の
手
間
も
な
く
な
り
、
処
理
場
で
き
ち
ん
と
浄
化
さ
れ
る
こ
と

で
、
河
川
や
海
な
ど
の
環
境
保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
内
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
す
み
や
か
に
下
水
道
へ
切
り
替
え
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
下
水
道
の
役
割
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
早
期
の

接
続
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。
小
千
谷
市
の
平
成
27
年
3
月
末

現
在
で
の
下
水
道
接
続
率
は
92
・
1
％
で
す
。

ま
ず
は
相
談
、
指
定
工
事
店
へ

　

下
水
道
の
接
続
工
事
が
で
き
る
の
は
、

小
千
谷
市
に
登
録
し
た
「
小
千
谷
市
排
水

設
備
等
指
定
工
事
店
」
で
す
。
指
定
工
事

店
一
覧
が
必
要
な
方
は
、
ガ
ス
水
道
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
工
事
店
の
一
覧
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.city.ojiya.niigata.jp/
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

低
利
融
資
制
度
の
ご
活
用
を

　

市
で
は
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
費
に
対
し
、
年
利
1
・
85
％

で
1
0
0
万
円
を
限
度
と
す
る
融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ガ
ス
水
道
局
か
市
内
金
融
機
関
窓
口
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

9
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で
す
。
ふ
だ
ん
使
用
し
て
い
る
下

水
道
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
／
ガ
ス
水
道
局
業
務
課
宅
内
設
備
係

82
・
4

1
1
5

9
月
10
日
は
下
水
道
の
日

下
水
道
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

　

家
庭
の
台
所
な
ど
か
ら
油
を
流
す
と
、
下
水
道
管
の
中
で
油

が
冷
え
て
固
ま
り
、
管
が
詰
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
生

ゴ
ミ
・
野
菜
く
ず
・
毛
髪
類
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

紙
・
布
な
ど
を
流
す
と
、
ご
家
庭
の
排
水
管
を
詰
ま
ら
せ
た
り

そ
の
先
の
下
水
道
管
の
汚
水
ポ
ン
プ
が
故
障
し
た
り
す
る
原
因

に
な
り
ま
す
。
灯
油
な
ど
の
危
険
物
は
下
水
処
理
場
の
汚
水
処

理
能
力
を
低
下
さ
せ
、
ま
た

大
き
な
事
故
を
引
き
起
こ
す

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

地
域
で
暮
ら
す
わ
た
し
た

ち
が
安
心
安
全
な
生
活
を
送

る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

グ
リ
ー
ス
阻
集
器
は
清
掃
が
必
要
で
す

　

冷
え
て
固
ま
っ
た
油
に
よ
り
下
水
道
管
が
詰
ま
る
と
、
周
辺

住
宅
内
に
汚
水
が
逆
流
し
た
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
あ

ふ
れ
出
た
り
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
管
の
詰

ま
り
を
解
消
す
る
た
め
の
高
圧
洗
浄
に
は
、
多
額
の
コ
ス
ト
が

か
か
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
食
堂
や
飲
食
店
な
ど
に
は
排

水
中
の
油
を
除
去
す
る
た
め
の
グ
リ
ー
ス
阻
集
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
グ
リ
ー
ス
阻
集
器
は
日
常
的
に
清

掃
を
行
わ
な
い
と
水
質
へ
の

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
1
日

に
1
回
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
清

掃
を
行
い
、
固
化
し
て
浮
い

て
い
る
油
を
除
去
す
る
な
ど
、

阻
集
器
内
の
状
態
を
日
常
的

に
点
検
し
、
必
ず
適
切
な
清

掃
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

△タオルが絡まって停止し
　た汚水ポンプ

△油で詰まってしまったグ
　リース阻集器内
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若
返
り
健
康
教
室
（
後
期
）

　

若
返
り
健
康
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
、
若
々
し
く
健
康
的
な
か

ら
だ
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
／
市
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上
の
方

■
内
容
／
肩
こ
り
・
腰
痛
・
転
倒
防
止
の
体

操
な
ど

■
参
加
料
／
3
0
0
0
円
（
1
会
場
分
）

■
講
師
／
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
ほ
か

■
申
込
／
両
会
場
と
も
9
月
24
日
㈭
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
総
合
体
育
館
ま
た
は
ホ
ッ

ト
プ
ラ
ザ
（

82
・
8
5
1
0
）
へ

■
そ
の
他
／

▽
途
中
参
加
も
可
能
で
す
。

▽
両
会
場
の
重
複
参
加
も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
（
総
合
体
育
館
内
）

83
・

0
0
7
7

○
西
小
千
谷
会
場

■
日
時
／
10
月
8
日
〜
3
月
17
日
（
休
館
日

除
く
毎
週
木
曜
日
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
会
場
／
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

○
東
小
千
谷
会
場

■
日
時
／
10
月
7
日
〜
3
月
16
日
（
休
館
日

除
く
毎
週
水
曜
日
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
会
場
／
東
小
千
谷
体
育
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ッ

ト
プ
ラ
ザ
軽
運
動
場

9月は高齢者見守り強化月間

地域で、みんなで高齢者を見守りましょう地域で、みんなで高齢者を見守りましょう
～誰もが安心して暮らせる支えあう地域づくり～～誰もが安心して暮らせる支えあう地域づくり～

■申込・問い合わせ／地域包括支援センター 83-0807

私たちが今すぐできること

●ご近所で声を掛けあいましょう。
　まずは「あいさつ」から。
●地域の高齢者の方をさりげなく
　見守りましょう。
●ご近所で、普段と違うことがな
　いか、目配りしましょう。

ご自身やまわりの方のこんなサイン、　
お気づきではないですか？

●認知症

▷何回も同じことを尋ねたり、言っ
　たりする。
▷よく知っている人の名前を覚えて
　いない。
▷日付や場所の見当がつかなくなり、道に迷うこと
　がある。

●高齢者虐待

▷天気が悪くても、高齢者が外に長時間いる姿が見
　られる。
▷自宅から高齢者、家族の怒鳴り声、悲鳴、物を投
　げる音が聞こえる。
▷近所付き合いがなく、高齢者に会わせてもらえない。

●孤立死

▷郵便物や新聞が郵便受けにたまっている。
▷洗濯物が取り込まれていない。
▷外が暗くなっても部屋の電気がつかない、または
　電気がつけっぱなしである。

お年寄りの心の健康相談会

　もの忘れが気になる、やる気が
出ない、不眠などでお困りの方や
その家族の相談を、精神科医師が
お受けします。
■日時／9月30日㈬午後1時30分
～3時

■会場／市役所1階101会議室
■相談無料※ただし、事前に申し
　込みが必要です。
■申込締切／9月24日㈭

　高齢者の方やそのご家族は、「認知症」や「高齢者虐待」などさまざまな
問題を抱えているかもしれません。隣近所や町内などの地域で、普段からの
お付き合いや人間関係を築くこと（地域でのコミュニティ意識の再生）が大
切です。それにより、問題が起こる前に気づき、必要な支援に結びつきます。
　「いつもと様子が違う」「心配なことが起きているようだ」と気づいたり、
何か心配事がある場合は、地域包括支援センターまたは地区民生委員・児童
委員に相談・お知らせください。
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新潟日報みらい大学第３回公開講座

中山間地の魅力発信！～地域の暮らしに「いいね！」～

■日時／10月18日㈰午後1時30分～3時30分
　（開場：午後1時）
■会場／サンプラザ3階大ホール
■内容／
①講演：岩佐十良さん
②トークセッション：
▷岩佐十良さん
▷細金剛さん（わかとち未来会議代表）
▷新谷梨恵子さん（農プロデュース　リッツ代表）
▷伊藤武真さん（新潟大学経済学部長尾ゼミ代表）
▷川合純丈さん（コーディネーター、新潟日報長
　岡支社報道部デスク）
■入場無料
■定員／100人（応募多数の場合は抽選し、参加
　いただける方にのみ参加証を発送します）
■申込方法／希望者全員の氏名と年齢、郵便番号、
　住所、電話番号を記入のうえ、「みらい大学第
　3回公開講座」係と明記し、以下のいずれかで
　応募ください。
※ご応募いただいた個人情報は、参加証の発送の
　みに使用いたします。
▷はがき：〶950-8535新潟市中央区万代3-1-1
　新潟日報社企画事業部
▷ファックス： 025-385-7476
▷電子メール： mirai@niigata-nippo.co.jp
■申込締切／9月30日㈬必着
■問い合わせ／
▷新潟日報社企画事業部 025-385-7470
▷生涯学習スポーツ課生涯学習係（総合体育館内）
　 83-0077

●メーンゲスト略歴

岩佐十良さん
　クリエイティブ・ディレクター、雑誌「自遊
人」編集長。
　1967年東京・池袋生まれ。武蔵野美術大学
でインテリアデザインを専攻。在学中にデザイ
ン会社を創業し、のちに編集者に転身。2000
年に温泉や食に関する記事が人気の雑誌「自遊
人」を創刊、編集長に。2004年、活動拠点を
東京・日本橋から新潟・南魚沼に移転。そのラ
イフスタイルが注目され「情熱大陸」「ソロモ
ン流」などのテレビ番組で紹介される。2014
年には新潟県大沢山温泉に「里山十帖」を開業。
食の分野では企業や公共団体の商品開発も手が
けている。主な著書は「一度は泊まりたい宿
覆面訪問記」「田舎暮らしの方法（学びやぶっ
く）」など。

　新潟県内に暮らす人たちが、一緒になって地域の未来を考える新潟日報みらい大学が、このたび小
千谷市で開催されます。おおぜいの方からのご参加をお待ちしています。

第
38
回
小
千
谷
ト
リ
ム
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！
さ
わ
や
か
な
秋
の
風
を
楽

し
み
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
期
日
／
10
月
12
日
㈷

■
コ
ー
ス
／

▽
12
㎞
コ
ー
ス
：
太
田
ダ
ム
、
お
満
ヶ
池
を
ま

　

わ
る
コ
ー
ス

▽
8
㎞
コ
ー
ス
：
太
田
ダ
ム
を
往
復
す
る
コ
ー
ス

▽
わ
く
わ
く
コ
ー
ス
（
3
・
5
㎞
）：
白
山
運

　

動
公
園
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
に
参
加

　

す
る
コ
ー
ス

■
出
発
時
刻
／

▽
12
㎞
・
8
㎞
コ
ー
ス
：
午
前
9
時
20
分

▽
わ
く
わ
く
コ
ー
ス
：
午
前
9
時
30
分

■
発
着
場
所
／
総
合
体
育
館

■
参
加
料
／

▽
大
人
：
5
0
0
円
（
当
日
申
込
7
0
0
円
）

▽
小
・
中
学
生
：
3
0
0
円
（
当
日
申
込
4
0

　

0
円
）

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

■
事
前
申
込
／
参
加
料
を
添
え
て
総
合
体
育
館
、

市
民
会
館
、
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
、
片
貝
総
合
セ
ン

タ
ー
の
い
ず
れ
か
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
事
前
申
込
締
切
／
10
月
9
日
㈮
午
後
5
時

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
係
（
総
合
体
育
館
内
）

83
・
0
0

7
7
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■Androidの方

■iPhoneの方「ｉ広報紙」の使い方

①「Googleplay」か「AppStore」から「ｉ広報紙」をダウンロ
　ードしてください。右のQRコードからダウンロードできます。
②個人設定で、「居住地」を小千谷市に設定してください。（市外の
　方は「気になる地域」に小千谷市を設定してください）

※「ｉ広報紙」は、広告代理店・株式会社ホープが作成したものです。アプリで「市報おぢや」を閲覧中に広告が表
　示されますが、その内容に小千谷市は一切責任を負いません。
※アプリの取得は無料ですが、ダウンロードにかかる通信費は別途発生します。

無料アプリ「ｉ広報紙」で「市報おぢや」を配信しますを配信します

　スマートフォンやタブレット端末の無料アプリ「ｉ広報紙」で、
「市報おぢや」の配信を開始しました。
　市外の方や、仕事で忙しい方などが、手軽に市報を読むことので
きるサービスです。ぜひご利用ください。

「ｉ広報紙」とは

●「市報おぢや」の最新号を、発行日に自動でスマートフォンやタ
　ブレット端末にお届けします。
●アプリからいつでもどこでも「市報おぢや」を閲覧できます。
●紙面をスクラップ（切り抜き）して保存できるほか、メールに添
　付したり、SNSサービスに投稿したりできます。

舞
踊
サ
ー
ク
ル
「
深
雪
会
」
の
み
な

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
主
な
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

毎
週
金
曜
日
の
午
後
2
時
〜
5
時

に
日
吉
会
館
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
発
表
会
や
施
設
へ
の
慰
問
な

ど
で
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま

す
。
来
年
は
教
室
を
開
い
て
か
ら
20

年
の
節
目
な
の
で
、
記
念
の
発
表
会

を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

何
で
す
か

　

大
き
い
舞
台
に
立
っ
た
り
、
歌
手

の
前
座
で
踊
っ
た
り
で
き
、
良
い
思

い
出
と
良
い
仲
間
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

―
―
「
深
雪
会
」
の
魅
力
は
な
ん
で

す
か

　

見
て
い
る
人
も
私
た
ち
も
楽
し
く

な
る
よ
う
な
踊
り
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
普
通
の
踊
り
で
は
飽
き
る
の
で
、

少
し
変
わ
っ
た
踊
り
や
演
歌
舞
踊
も

取
り
入
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
―
み
な
さ
ん
に
ひ
と
言

　

若
い
方
の
入
会
と
、
後
援
会
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
男
性
が
入

っ
て
く
れ
る
と
踊
り
の
幅
も
広
が
る

の
で
嬉
し
い
で
す
。

○
訪
問
後
の
ひ
と
言

　

し
な
や
か
な
振
り
か
ら
力
強
い
舞

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
踊
り
を
見
せ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
の
踊
り
に

惹ひ

か
れ
て
こ
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た

と
い
う
方
も
多
く
、
先
生
の
人
柄
の

良
さ
も
ま
た
「
深
雪
会
」
の
魅
力
の

一
つ
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

おじゃましま
す

Io o// /L
L

LI I II
III I I I II I

.. BI EL

毎月10日号で、市内で活動しているさまざまな団体・
サークルなどをご紹介します。

深
み ゆ き

雪会

会員数：13人　　会費：10,000円／年
問い合わせ：小坂 82-5539

△大江裕さん・山口ひろみさ
　んのビッグショーに出演
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有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

代表取締役
小千谷本社　TEL  82-3242   FAX  82-0580
　　　　　　TEL  89-3038   FAX  89-3379
E-mail:maruko-kawaguchi@herb.ocn.ne.jp
HP:http://www.marukou.info

新築や増改築時の仮住まい、引越しのお手伝いなど、
何でも、お気軽に、 へご相談ください。

おかげさまで創業60周年 ！

川 口  支 店

丸山  智義
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ま
ち
の
話
題
 RUPO&NEW

S

￥５４０

み
ん
な
で
じ
ゃ
が
い
も
を
大
収
穫

　

山
本
山
の
市
民
の
家
で
、
公
民
館
東
小
千
谷
分
館
に
よ
る
夏
休
み
お
楽

し
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
東
小
千
谷
地
区
の
小
学
生
や
未
就

学
児
な
ど
59
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
最
初
に
じ
ゃ
が
い
も
畑
で

収
穫
体
験
が
行
わ
れ
、
土
に
埋

ま
っ
て
い
る
じ
ゃ
が
い
も
を
一

生
懸
命
掘
り
出
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

が
行
わ
れ
る
と
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
夏
の
暑
さ
を
も
ろ

と
も
せ
ず
元
気
に
走
り
回
っ
て

い
ま
し
た
。

谷
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部　

全
国
大
会
出
場

　

小
千
谷
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
の
阿
部
隆
之
介
さ
ん

と
丸
山
憧
さ
ん
の
ペ
ア
が
、
8

月
5
日
㈬
に
福
井
県
越
前
市
で

行
わ
れ
た
北
信
越
中
学
校
総
合

競
技
大
会
で
、
3
位
に
入
賞
し

全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。

　

8
月
22
日
㈯
に
山
形
県
天
童

市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
で

は
、
フ
ル
セ
ッ
ト
に
も
つ
れ
込

む
接
戦
の
末
、
惜
し
く
も
初
戦

敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

味
方
に
な
り
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験

　

サ
ン
プ
ラ
ザ
で
ハ
ー
ト
フ
ル
セ

ミ
ナ
ー
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
子
ど
も
の
心
に
寄

り
添
う
支
援
者
研
修
会
と
し
て
、

N
P
O
日
本
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
協

会
理
事
長
の
大
小
原
利
信
さ
ん
を

講
師
に
お
招
き
し
、
講
演
と
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
3
つ
の

「
き
く
態
度
」
を
体
験
し
、
参
加

者
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大

切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

青
山
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　
　
　
　
　
　
　
　

「
く
よ
く
よ
せ
ず
に
、
生
き
て
い
こ
う
！
」

　

市
民
会
館
で
「
認
知
症
予
防
と
介
護
の
市
民
講
座
」
が
開
催
さ
れ
、「
伝

え
た
い
！
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
姿
」
と
題
し
て
、
前
田
隆
行
さ

ん
（
N
P
O
町
田
市
つ
な
が
り
の
開か

い　

理
事
長
）
と
青
山
仁
さ
ん
（
同

N
P
O
メ
ン
バ
ー
、
若
年
性
認
知
症
当
事

者
）
か
ら
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
は
、
前
田
さ
ん
の
問
い
か
け
に
青
山

さ
ん
が
答
え
る
形
で
行
わ
れ
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
社
会
の
中
で
あ
た
り
ま
え
に
生

き
て
い
け
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切

だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
2
人
の

思
い
の
こ
も
っ
た
言
葉
に
来
場
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

／ 8　   5

／ 8　   3
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△（左から）丸山君、阿部君
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日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

　

白
山
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
第

33
回
小
千
谷
ジ
ュ
ニ
ア
親
善
陸
上
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
の

小
中
学
生
3
6
8
人
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
1
0
0
m
走
や
1
5
0
0
m
走

な
ど
の
ト
ラ
ッ
ク
競
技
、
走
幅
跳
や

走
高
跳
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
雨
の
降
る
あ

い
に
く
の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、

全
て
の
競
技
が
行
わ
れ
、
選
手
の
み

な
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
よ
う
と
真
剣
に
挑
ん
で
い

ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
「
し
ご
と
ば
」
を
絵
本
で
紹
介

　

市
民
会
館
で
鈴
木
の
り
た
け
さ
ん
の
絵
本
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
『「
し
ご

と
ば
」
が
で
き
る
ま
で　

新
幹
線
運
転
士
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
に

停
ま
り
ま
す
！
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
幹
線
運
転
士
の
経
験
が
あ

る
鈴
木
さ
ん
は
、
運
転
士
の
制
服
姿

で
会
場
に
登
場
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
を

使
っ
て
運
転
士
の
し
ご
と
や
絵
本
が

で
き
る
ま
で
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
ク
イ
ズ

を
出
題
し
た
り
、「
新
幹
線
絵
か
き

歌
」
に
あ
わ
せ
て
新
幹
線
の
絵
を
描

い
た
り
し
な
が
ら
行
わ
れ
、
子
ど
も

た
ち
も
一
緒
に
参
加
し
な
が
ら
最
後

ま
で
楽
ん
で
い
ま
し
た
。

貴
重
な
文
化
財
を
一
般
公
開

　

魚
沼
神
社
の
文
化
財
が
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
県
指
定
文
化

財
の
「
鰐わ

に
ぐ
ち口
」
や
市
指
定
文
化
財
の
「
魚
沼
神
社
年
中
行
事
記
」、
徳
川

三
代
将
軍
か
ら
い
た
だ
い
た「
朱
印
状
」

が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
国
指
定
文
化
財

の
「
魚
沼
神
社
阿
弥
陀
堂
」
の
内
部
も

公
開
さ
れ
、
見
学
に
訪
れ
た
方
々
は
興

味
深
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
文
化
財
の
公
開
に
併
せ
て
、
中
越

大
震
災
で
被
災
し
た
神
社
の
様
子
も
ス

ラ
イ
ド
写
真
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
訪

れ
た
み
な
さ
ん
は
、
震
災
当
時
の
思
い

出
話
を
し
な
が
ら
、
神
社
の
歴
史
を
振

り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
お
盆
場
所

　

小
栗
山
の
小
千
谷
闘
牛
場
で
牛

の
角
突
き
お
盆
場
所
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
中
に
雨
が
降
り
心

配
さ
れ
た
天
候
も
、
お
昼
に
は
す

っ
か
り
回
復
し
、
会
場
に
は
観
光

客
や
お
盆
で
帰
省
し
た
方
な
ど
、

お
お
ぜ
い
の
観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

牛
と
牛
と
の
頭
が
ぶ
つ
か
る
音

や
、
観
客
席
の
近
く
ま
で
詰
め
寄

る
牛
の
迫
力
、
暴
れ
る
牛
を
押
さ

え
込
む
勢せ

こ子
の
姿
な
ど
に
、
会
場

か
ら
は
終
始
歓
声
や
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

／ 8      9／ 8    15

伝
統
の
舞
を
披
露

　

魚
沼
神
社
境
内
で
小
千
谷
市
指
定
民

俗
文
化
財
の
伝
統
芸
能
「
太だ

い
だ
い
か
ぐ
ら

太
神
楽
」

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
太
太
神
楽
」
は
江
戸
時
代
に

始
ま
り
、
途
絶
え
る
時
期
を
繰
り
返
し

な
が
ら
も
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で

幅
広
い
年
代
が
参
加
し
、
今
日
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
両
日
と
も
に
天
候
に
恵
ま
れ
、

暑
い
中
、
お
お
ぜ
い
の
観
客
が
訪
れ
ま

し
た
。
上
演
時
間
と
な
り
、
笛
や
太
鼓

に
合
わ
せ
て
舞
が
披
露
さ
れ
る
と
、
観

客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
福
餅
を
ま
く
演
目
で
は
お

お
ぜ
い
の
子
ど
も
た
ち
が
舞
台
の
周
り

に
集
ま
り
、
ま
か
れ
た
餅
を
一
生
懸
命

に
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。
約
2
時
間

の
演
目
が
上
演
さ
れ
、
訪
れ
た
み
な
さ

ん
は
次
々
に
披
露
さ
れ
る
舞
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

／ 8 15
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お知らせ

け
い
さ
つ
相
談
窓
口
〜
9
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日
〜

　

新
潟
県
警
察
で
は
、
事
件
・
事
故
の
ほ
か
、
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を

専
門
の
相
談
員
を
配
置
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
1
1
0
番
は
事
件
・
事
故
の
緊
急
通
報
用
で
す

の
で
、
緊
急
時
以
外
は
左
記
の
電
話
番
号
へ
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
・
電
話
番
号

相
談
内
容

受
付
時
間

小
千
谷
警
察
署
相
談
室

83
・
0
1
1
0

警
察
業
務
（
防
犯
、
暴
力
、
交

通
な
ど
）
に
関
す
る
困
り
ご
と

や
悩
み
ご
と
の
相
談

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
45
分
（
土

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

け
い
さ
つ
相
談
室

0
2
5
・
2
8
3
・
9
1
1
0

＃
9
1
1
0

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

女
性
被
害
1
1
0
番

0
2
5
・
2
8
1
・
7
8
9
0

女
性
の
相
談
員
を
配
置
し
て
、

性
犯
罪
の
被
害
や
性
的
な
嫌
が

ら
せ
な
ど
の
相
談

長
岡
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

36
・
4
9
7
0

少
年
の
悩
み
や
非
行
の
相
談

法
務
局
休
日
相
談
所

　

新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局
で
は
、「
全
国

一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
4
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

■
場
所
／
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局
（
長
岡

市
千
歳
1
‐
3
‐
91
）

■
相
談
担
当
者
／
公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

■
相
談
内
容
／
不
動
産
登
記
、
土
地
の
境
界
、

戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、
遺
言
書
・
公
正
証
書
、

人
権
な
ど
に
関
す
る
問
題

■
相
談
無
料
（
1
人
に
つ
き
30
分
）

※
た
だ
し
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
新
潟
地
方
法
務
局
長

岡
支
局

33
・
6
9
0
1

第
4
回
山
本
山
ま
つ
り

　

山
本
山
の
自
然
と
雄
大
な
景
色
に
囲
ま
れ
て
、

人
の
や
さ
し
さ
や
温
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
の
で

き
る
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
み
な
さ
ん

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
9
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
小
雨
決
行
（
雨
天
中
止
）

■
会
場
／
お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ

い
の
里
・
見
晴
ら
し
広
場
ほ
か

■
内
容
／

▽
大
人
も
子
ど
も
も
参
加
す
る
「
ス
テ
ー
ジ
イ

　

ベ
ン
ト
」

▽
地
元
野
菜
や
雑
貨
な
ど
が
並
ぶ
「
青
空
マ
ル

　

シ
ェ
」

▽
お
ぢ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

▽
ア
ル
パ
カ
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

▽
は
し
ご
車
試
乗
体
験
ほ
か

小
千
谷
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
5

　

今
年
も
県
内
各
地
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
ダ
ン
サ

ー
が
集
結
し
ま
す
。
グ
ラ
ン
プ
リ
め
ざ
し
て
繰

り
広
げ
ら
れ
る
熱
い
ダ
ン
ス
を
み
ん
な
で
応
援

し
ま
し
ょ
う
。
国
内
外
で
活
躍
す
る
審
査
員
の

講
評
や
ゲ
ス
ト
ダ
ン
サ
ー
の
華
麗
な
踊
り
も
あ

り
ま
す
。

■
日
時
／
9
月
27
日
㈰
午
後
12
時
30
分
開
演

（
午
後
5
時
終
演
予
定
）

■
会
場
／
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■
入
場
料
／
小
学
生
以
上
5
0
0
円

■
コ
ン
テ
ス
ト
部
門
／
▽
ス
ク
ー
ル
部
門
▽
チ

ー
ム
一
般
部
門
▽
チ
ー
ム
キ
ッ
ズ
部
門

■
問
い
合
わ
せ
／

▽
小
千
谷
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会

　
（
担
当
：
小
川
）

0
8
0
・
1
0
4
5
・

　

8
7
1
9

▽
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
公
民
館
係
（
市
民
会

　

館
内
）

82
・
9
1
1
1 

夫
婦
二
人
展
（
油
絵
・
七
宝
）

　

市
で
は
、
市
民
の
芸
術
・
文
化
活
動
を
応
援

す
る
た
め
、
楽
集
館
展
示
室
の
利
用
者
を
募
集

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
会
は
、
美
術
教
師
と
し
て
活
躍

し
た
お
二
人
が
喜
寿
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ

■
そ
の
他
／
詳
細
は
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.ojiyafukko.
com
/

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
小
千
谷
復
興
支
援
室

83
・

2
4
0
1

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

■
期
間
／
9
月
21
日
㈷
〜
30
日
㈬

■
ス
ロ
ー
ガ
ン
／
「
夕
暮
れ
は　

ゆ
と
り
の
心

と　

早
め
の
ラ
イ
ト
」

■
運
動
の
重
点
／

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▽
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用

　

中
の
交
通
事
故
防
止

▽
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

　

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

　

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
横
断
歩
行
者
の
保
護

○
お
ぢ
や
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

〜
よ
し
太
く
ん
・
ひ
か
る
く
ん
と
学
ぶ
交
通

　

ル
ー
ル
〜

■
日
時
／
9
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
／
イ
オ
ン
小
千
谷
店

■
内
容
／
エ
ア
バ
ッ
グ
体
験
、
自
転
車
シ
ュ
ミ

レ
ー
タ
ー
、
警
察
車
両
展
示
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

83
・
3
5
1
6

れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
な
ど
、
多
く
の

方
に
油
絵
と
七
宝
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
1
日
㈭
〜
6
日
㈫
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

■
会
場
／
楽
集
館
展
示
室

■
出
展
者
／
大
川
博
さ
ん
、
大
川
栄
子
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
生
涯

学
習
係
（
総
合
体
育
館
内
）

83
・
0
0
7
7
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※気象データは、 小千谷市消防本部速報値です。（観測地：元中子）

■まちのうごき（8月31日現在）

人口と世帯数
（　）内は前月比

気象データ　※ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

27年8月 過去10年
の平均

27年
1～8月

26年
1～8月

27年
1～8月

26年
1～8月

男 18,417人(－20) 出生 13人 平均気温 25.2℃ 25.9℃
火災 11件 18件

件数 59件 60件

女 18,853人(－22) 死亡 42人 最高気温 35.6℃ 35.7℃ 死者 1人 1人

合計 37,270人(－42) 転入 48人 最低気温 18.8℃ 18.6℃
救急 1,063件 1,007件

傷者 78人 76人

世帯数 12,754世帯(＋  5) 転出 61人 降水量月計 121.0㎜ 152.3㎜

お知らせ・健診日程

　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　 83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札を配布します。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に
　開催の場合：正午～

健診名健診名 対象対象 期日期日 受付時間受付時間 持ち物持ち物 その他その他
4か月児
健康診査

平成27年
5月生まれ

10月  8日㈭ 13：00～
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成26年
11月生まれ

10月  7日㈬ 13：00～
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成26年
3月生まれ

10月29日㈭ 13：00～
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成25年
9月生まれ

10月28日㈬   9：00～
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行いま
す。歯をみがいてからお越しく
ださい。

3歳児
健康診査

平成24年
9月生まれ

10月27日㈫ 13：00～
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

1010月月
乳幼児の健康診査日程乳幼児の健康診査日程

全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
が

行
わ
れ
ま
す

　

国
土
交
通
省
で
は
、
9
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
「
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
都
道
府
県
、
政

令
指
定
市
、
高
速
道
路
会
社
な
ど
と
連
携
し

自
動
車
の
使
わ
れ
方
や
道
路
の
状
況
な
ど
を

調
べ
る
調
査
で
、
全
国
を
対
象
に
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
自
動
車
を
お
持
ち

の
方
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
定
（
1
0
0
台

あ
た
り
約
5
台
の
割
合
）
さ
れ
た
方
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お

答
え
頂
い
た
調
査
結
果
は
、
将
来
の
道
路
計

画
や
都
市
計
画
な
ど
を
策
定
す
る
上
で
重
要

な
資
料
と
な
り
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
国

土
交
通
省
長
岡
国
道

事
務
所
調
査
課

36

・
4
5
8
2

路
線
バ
ス
の
運
行
時
刻
が
変
更
に
な

り
ま
す

　

10
月
1
日
か
ら
、
左
記
の
路
線
の
運
行
が

一
部
運
休
と
な
り
ま
す
。
平
日
の
運
行
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
路
線
／
小
千
谷
＝
川
口
＝
小
出
線

■
運
休
す
る
時
刻
／

▽
上
ノ
山
：
午
後
4
時
発
（
小
出
行
き
）

▽
小
出
営
業
所
前
：
午
後
5
時

　

45
分
発
（
小
千
谷
行
き
）

■
運
休
日
／

①
土
・
日
曜
日
、
祝
日

②
12
月
29
日
〜
1
月
3
日

■
問
い
合
わ
せ
／
▽
地
域
振
興
課
地
域
振
興

係

83
・
3
5
5
6
▽
南
越
後
観
光
バ
ス

0
2
5
・
7
9
2
・
8
1
1
4

ご
み
の
野
焼
き
は
ダ
メ
！

　

ご
み
の
野
焼
き
や
ド
ラ
ム
缶
な
ど
に
よ
る

焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年

稲
刈
り
の
後
に
は
、
稲
わ
ら
や
も
み
が
ら
の

焼
却
に
対
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

稲
わ
ら
や
も
み
が
ら
の
焼
却
は
、
周
辺
住
民

に
迷
惑
が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
の
悪

化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
り
、

き
れ
い
な
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
／
市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

83
・
3
5
0
9

善
意
に
感
謝

■
す
み
れ
保
育
園
に
対
す
る
寄
附

　

と
し
て
（
敬
称
略
）

▽
㈱
藤
田
内
装
建
築
（
壁
紙
貼
替
、

　

手
洗
器
壁
メ
ラ
ミ
ン
化
粧
板
貼

　

替
、
乳
児
・
ほ
ふ
く
室
タ
イ
ル

　

カ
ー
ペ
ッ
ト
敷
）
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●
2
年
振
り
の
お
ぢ
や
ま

つ
り
の
取
材
、
当
日
ま
で

は
心
配
と
緊
張
で
し
た
が
、

行
っ
て
み
た
ら
や
っ
ぱ
り

お
祭
り
は
楽
し
か
っ
た
で

す
！
で
も
い
っ
ぱ
い
歩
い

た
の
で
翌
日
は
ヒ
ー
ル
の

靴
が
履
け
ず
…
。
い
か
に

普
段
は
歩
く
時
間
が
短
い

か
を
痛
感
し
ま
し
た
。
い

●
昨
年
ま
で
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
し
て
い
た
「
し

ゃ
っ
こ
い
ま
つ
り
」
を
取

材
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は

飲
食
ブ
ー
ス
で
か
き
氷
や

た
こ
焼
き
に
囲
ま
れ
て
過

ご
す
１
日
で
し
た
が
、
今

年
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

を
間
近
で
た
く
さ
ん
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ふ

●
今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ

た
お
ぢ
や
ま
つ
り
。
み
な

さ
ん
の
熱
が
伝
わ
る
写
真

を
た
く
さ
ん
撮
り
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
載
せ
た
写

真
は
、
紙
面
の
都
合
上
ご

く
一
部
で
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
当
日
の
写
真

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
あ

編
集
室
だ
よ
り

問　題
　今年のおぢやまつりのからくり万
灯で、いなかったキャラクターは次
のうちどれでしょう。
①　ジャイアン
②　ドラミちゃん
③　のび太くん
■応募先／郵便番号、住所、氏名を
　明記のうえ、次の宛先までお送り
　ください。〶947-8501小千谷
　市役所企画政策課秘書広報係（住
　所は記載不要です）
■締切／9月25日㈮（当日消印有効）
　
8月号の答えは②「6,370歩」でし
た。抽選の結果、次の方々が当選し
ました。
　風間ミツさん　　黒崎アツ子さん
　廣井洋子さん

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

＜材料＞（4人分）
豚ひき肉（または鶏ひき肉）   250㌘
にんじん   ½  本
小松菜   ½  袋
ズッキーニ   200㌘
なす   1個
しめじ   1株
水   600㏄
しょうゆ   小さじ2
みりん   大さじ1
塩   小さじ1
こしょう   少々
片栗粉   小さじ2

　今回は、豚ひき肉と季節野菜の簡単煮をご紹介します。
季節の野菜をたっぷり入れてお試しください。秋から冬は
白菜やネギ、根菜類などをたっぷり入れて心も体も温まる
一品になります。ピーラーやキッチンバサミを上手に活用
することで、簡単に作れます。

作ってみてね！この料理

＜栄養価＞（1人分）
▷エネルギー206㌔㌍▷たんぱく質13.9㌘▷脂質9.8㌘
▷カルシウム58㍉㌘▷食塩相当量1.7㌘

＜調理＞小千谷市食生活改善推進委員

＜問い合わせ＞健康センター保健係 83-3640

豚ひき肉と季節野菜の簡単煮

＜作り方＞
①　にんじんはピーラーで薄くスライスする。小松菜は
　　洗い、キッチンバサミで食べやすい長さに切る。
②　ズッキーニとなすも、キッチンバサミで食べやすい
　　大きさに切る。しめじは柄を落とし、小房に分けて
　　おく。
③　ボウルに豚ひき肉、塩、こしょうを入れて、よく混
　　ぜる。
④　鍋に水、にんじんを入れて火にかける。にんじんに
　　7分くらい火が通ったら、ズッキーニとナスを入れ、
　　③を小さい肉団子に丸めて鍋に入れ火を通し、途中
　　であくを取る。
⑤　しめじ、小松菜を入れてひと煮立ちしたら調味料を
　　加えて味を調える。
⑥　水溶き片栗粉でとろみを付ける。
※とろみを付けることで冷めにくくなりますので季節に
　より濃度を調整してください。

宝くじ助成金で太鼓な
どを購入

　木津町内会では、宝くじの
助成を受けて、太鼓や音響設
備などを整備しました。
　一般財団法人自治総合セン
ターは、宝くじの社会貢献広
報事業として、地域社会の健
全な発展と住民の福祉向上を
目的に様々なコミュニティ活
動を支援しています。
■問い合わせ／地域振興課地
　域振興係 83-3556


